


 

1. 当期純利益  

310,556円 

   

2.重要な会計方針 

（１） 棚卸資産の評価方法および評価基準 

商品・原材料・貯蔵品…最終仕入原価法に基づく原価法 

 

（２） 固定資産の減価償却方法 

① 有形固定資産…定率法を採用しております。但し、建物および平成 28年 4月 1日以後 

に取得する建物附属設備については定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は、以下の通りであります。 

建物・・・・・・・・22～24年 

建物附属設備・・・・15年 

② 無形固定資産…定額法を採用しております。 

 

（３） 引当金の計上基準 

貸倒引当金…債権の貸倒れによる損失に備える為、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等の特定債権については、個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。 

 

（４） 消費税等の処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

 

3.貸借対照表注記 

1株当たりの当期利益の額… 344 円/株    

（期中平均発行済株式数に基づき算出しております） 

             




